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人権を みんなで知ろう 未来のために 

 去る 11 月 15 日(土)、市立西脇小学校におい

て、西脇市人権教育協議会主催の『人権教育研究

大会』が開催されました。 

この大会では、「家庭・地域・学校園・職場が

連携し、人権尊重の精神を高める教育や啓発を推

進しよう」というテーマのもと、今年は子どもた

ちも参加するという取り組みがされていて、さま

ざまな立場の人々が集まり、人権意識を高める機

会となりました。 

 

 

 

 
市民の人権を守るため、毎月第１水曜日に、人権擁護委員による特設相談所を 
開設しています。 
人権問題（名誉・信用・差別・私的制裁・いやがらせ・いじめなど）で 
お悩みの方は、お気軽にご相談ください。 
相談は無料で、秘密は守られます。 
【12月の相談日】 

と   き  令和 7年 12月 3日（水） 午後１時 30分から午後４時まで  
と こ ろ  総合福祉センター （萩ケ瀬会館）相談室 
問 合 せ  まちづくり課人権室 市役所（0795）22-3111 内線 3023 

 

8つのテーマに分かれたそれ

ぞれの会場では、活動や取組な

どの発表後にグループ討議が

行われ、積極的な意見交換がさ

れました。 

 
分科会 2 みんなで学ぼう！情報モラル学習 
～ネット社会をよりよく生きるために～ 
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最近のスマホには、写真編集に「消しゴ

ムマジック」という機能があるそうです。

余計に映り込んでしまった人や物がこの機

能を使うと消えてしまうのです。しかも不

自然ではなく背景に同化して見えなくなっ

てしまいます。 

つまり見えていたはずのものが透明化さ

れてしまうのです。大変便利な機能ではあ

りますが、少し怖い感じがしませんか。 

今回は透明
．．
の話です。 

 

私の好きな学者に元大阪大学総長の鷲田

清一さんがいます。神戸新聞の「汀にて」や

朝日新聞の「折々のことば」の執筆者とし

てご存じの方も多いかもしれません。京都

で一度お会いして話をさせてもらったとき、

私の生意気でピント外れの質問にも優しく

嫌みなく答えてくださいました。 

その鷲田さんが、５月に“「透明」にな

んかされるものか”という本を出版され

たと聞き、さっそく読んでみました。冒頭

部分で「疑いもなくじぶんはここにいる（は

ず）なのに、それをだれもが見えていない。

このことを「透明」というふうに表現して

いる文章に、ここ数日のあいだに立て続け

に出会った」として、NHK朝ドラ「虎に翼」

脚本家の吉田恵里香さんと BURAKU 

HERITAGE 運営メンバーの上川多実さん

を紹介されています。 

そして、今年なんと偶然にもこのお二人

の講演を聞く幸運に恵まれました。6月 21 

日に加東市東条コスミックホールでの上川 

 

 

文芸教室 講師 阿江 誠 

 

さん、8 月 2 日に西脇市のオンラインでの

吉田さんです。二人の話を私なりに抜粋す

ると、次のようになります。 

吉田さん：エンタメが『透明化してきた

人々』の多さ。その罪深さを感じます。私

は、透明化されている人たちを描きたい。

主人公の寅子（ともこ）は女性が抑圧され

た社会に「はて？」と疑問を持ち、透明化さ

れないように会話を続けます。 

上川さん：私みたいに部落に住んでいない、

同和教育を受けたことのない人間は 

『いないこと』にされ、社会から透明人

間扱いをされていると感じる。 

 二人からは、ジェンダー差別や部落差別

がなかったものとして透明化されることに

耐えられない人たちの悲痛な叫びが聞こえ

てきます。 

エリ・ヴィーゼルやマザー・テレサの言

葉「愛の反対は憎しみではなく無関心であ

る」のように、透明にされることは憎しみ

より冷酷なものなのです。  

乱れがちな食生活をサポートする「なか

ったコトに！」というサプリがよく売れて

いるそうです。確かにサプリや消しゴムマ

ジックを使えばなかったことにできるかも

しれません。しかし、いくら社会が「あるも

の」「あったもの」を透明化して見えなくし

ようとしても、それを見抜き抗う人になり

たいものです。  

もう一度言います。 

“透明
．．
になんかされるものか”

 

「透明」になんかされるものか 
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決して人ごとではないかもしれません

 

みんな笑顔になる日まで 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無理なく頼り合える関係と小さな声に気づいて、手を差し伸べられる 

優しい地域のつながりがあれば、みんなが笑顔になれる一歩となるので 

はないでしょうか。 

11 月 20日（木）、「第 2回教養講座生等人権学習会」を開催しました。 

内容は、「ヤングケアラー」と「若年性認知症」を描いた人権啓発ビデオ

『みんな笑顔になる日まで』を鑑賞しました。 

その後、グループに分かれ意見交換をしました。 

  

若年性認知症 

ヤングケアラー 

2024 年 6月、子ども・若者育成支援推進法が改正され、

「ヤングケアラー」が法律で初めて定義され支援の対象とな

りました。 

 ヤングケアラーとは、本来大人が担うべき家事や家族の介

護・世話などを過度に行っている子どもや若者のことで、学

業や友人関係に支障が出たり、心身ともに負担がかかったり

することがあります。 

 ヤングケアラーは、家族を責めるための言葉ではなく、自

身の経験を肯定するための言葉です。ケアをしている本人だ

けでなく、その家族も誰かに支えられることが大切です。 

 

若年性認知症とは、65歳未満で発症する認知症のことで

す。働き盛り世代に発症するため、経済的・社会的な問題が

大きくなりやすく、本人だけでなく家族への影響も深刻で

す。症状は物忘れなどが中心ですが、本人が病気を受け入れ

にくかったり、周囲の理解が不足していたりすることが多い

ため、早期発見・早期対応が重要です。 

 

応援してくれ
る人が近くに
いると心強い
ですよね。 
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日 月 火 水 木 金 土 

 
 

1 
編物 
(サークル) 

2 
茶道Ｂ 

3 
編物Ａ 
かな書道 

4 
輪の会 

5 
  

6  
茶道Ａ 
ヨッピ会 

7 
 

8 
文芸 
生花 

9 
料理   
パソコン 
押花 

10 
編物Ｂ 
 

11 
３Ｂ体操 
 
 

12 
館内美化作業

（予定） 

13 
ヨッピ会 

14 

 

15 
 

16 
茶道Ｂ 

 

17 
かな書道 
編物(サークル) 
 

18 
輪の会 
 
 

19 
趣味の会 
 

20 
茶道Ａ 
ヨッピ会 
押花(サークル) 

21 

 

22 
 

23  
パソコン 

24    
スイートピー 

25 
３Ｂ体操    
絵手紙 

26 
生花 
仕事納め 

27 

 

28 

     

29 
年末休館日 

30 
年末休館日 

31 
年末休館日 

1/1 

元旦 

2 
年始休館日 

3 
年始休館日 

4 5 
文芸 
編物(サークル) 

6 
茶道Ｂ 

7 
編物Ａ 
かな書道 

8 
３Ｂ体操 

9 10 
茶道Ａ 
ヨッピ会 

《相談(人権・福祉・教育・健康・年金など）》 
上野会館では、毎週月曜日に相談日を設けています。電話による相談も受け付けています。 
プライバシーを厳守しますので、お気軽にご相談ください。 
《図書》 人権、一般、趣味、児童書等の閲覧・貸出をおこなっています。 
お気軽にご利用ください。 

 

  

 

編 集 後 記 
▲2025年を振り返ると、やはり一番記憶に
残っているのは、多くの人でにぎわった大阪
万博でした。新しい技術や文化を知り、近未
来に期待を寄せてワクワクしました。 
▲会館の花壇も衣替えの時期を迎えました。
今年の夏に、ミニ葉ボタンの種蒔きに挑戦し
たのですが、残念ながら一つも芽が出ず…。 
そこで今年も、田高老人クラブさんが丹精込
めて育てられた葉ボタンを分けていただき、
無事に冬の装いが整いました。こうした地域
の繋がりに、改めて温かさを感じています。 
▲12月４日から10日は「人権週間」です。 
一人ひとりが互いを尊重し、思いやる気持ち
を日々の暮らしからそっと見つめ直すきっか
けにしてください。 
▲2025年も残りわずかとなり 
ました。寒さが厳しくなる季節 
ですので、どうぞ体調に気を 
つけて健やかに新しい年を 
お迎えください。（Ｎ） 

 

12月の行事予定 
寒いので室内で 
しているよ～ 


